
指導担当者役職：

氏名：

○ 大学院 ○ 短期大学 高等専門学校 専門学校 

高等専修学校 中学校 問わない

予定あり  

予定なし ○

受入課室等からの
ひと言

著作権に興味があり、意欲のある方をお待ちしています。

受入条件

実習内容 

　著作権課が所掌する業務の説明を受けるとともに、主に以下の業務補助等を行っていただく予定で
す。
　また、業務を行っていただきながら、著作権に関わる課題と政策について、ご自身の考えを提案して
いただく予定です。
【業務補助】
・会議運営の補助
・各種会議・打ち合わせ等への参加
・各種資料の作成補助　等

受入課室等紹介

【著作権課の業務】
　①著作権制度の改善に関する業務（著作権法改正関係）
　②文化審議会著作権分科会の運営
　③著作物等の円滑な流通促進に関する業務
　④著作権関係条約の交渉、締結に関する業務その他国際協力に関する業務
　⑤著作権等の登録及び著作権に関する講習会の開催等、著作権に関する普及啓発業務

著作権をはじめとする知的財産権に関心のある方
パソコンで、ワード、エクセル、パワーポイント等の基本操作ができる方
※実習場所は東京庁舎です。

選考時の面接の
実施予定

受入時期
受入人数

（受入時期内の合計受入数）
1人

受入期間 2週間

　　　～ 8月9日(金)7月29日(月)

募集学校種

大学 

高等学校 

 （○がマークされている部分が希望学校種となります）

令和6年度夏期文部科学省におけるキャリア実習及びインターンシップ受入計画

課長補佐

檀上　容子

受入課室等名 文化庁著作権課



指導担当者役職：

氏名：

○ 大学院 ○ 短期大学 高等専門学校 専門学校 

高等専修学校 中学校 問わない

予定あり  

予定なし ○

受入課室等からの
ひと言

文化財や京都移転した文化庁での業務に興味のある方は奮ってご参加ください。

受入条件
・実施場所は文化庁京都庁舎（京都市内）となるので、実施期間中は庁舎に登庁すること。
・パソコン（メール、ワード、エクセル等）の基本操作ができること。

実習内容 

・文化財保護行政の総論（組織、法令、予算等）の学習
・文化資源活用課の所掌事務（文化財建造物・記念物等の活用に関すること、世界文化遺産・無形文
化遺産等に関すること）の学習
・文化財調査官等の業務の補助

受入課室等紹介

　文化資源活用課は、文化財建造物・記念物等の活用や世界文化遺産・無形文化遺産等に関する業
務を担当しています。

　実習においては、各担当官からの業務説明のほか、文化財の専門家である調査官の業務補助等を
予定しています。

選考時の面接の
実施予定

受入時期
受入人数

（受入時期内の合計受入数）
1人

受入期間 １週間

　　　～ 8月2日(金)7月29日(月)

募集学校種

大学 

高等学校 

 （○がマークされている部分が希望学校種となります）

令和6年度夏期文部科学省におけるキャリア実習及びインターンシップ受入計画

総務係

高橋鮎太

受入課室等名 文化庁文化資源活用課



指導担当者役職：

氏名：

○ 大学院 ○ 短期大学 高等専門学校 専門学校 

高等専修学校 中学校 問わない

予定あり  

予定なし ○

受入課室等からの
ひと言

文化財や京都移転した文化庁での業務に興味があり、学習意欲のある方を歓迎します。

受入条件
・実施場所は文化庁京都庁舎（京都市内）となるので、実施期間中は庁舎に登庁すること。
・パソコン（メール、ワード、エクセル等）の基本操作ができること。

実習内容 

有形文化財（美術工芸品）、無形文化財、民俗文化財（有形、無形）、文化財の保存技術の保存等に関
することの学習
実習においては、各担当者からの業務説明のほか、文化財の専門家である調査官の業務補助等を予
定しています。

受入課室等紹介
文化財第一課は、建造物以外の有形文化財(絵画、彫刻、工芸品、書跡・典籍、古文書、考古資料、歴
史資料）、無形文化財、民俗文化財（有形、無形）、文化財の保存技術の保存等に関する業務を担当し
ています。

選考時の面接の
実施予定

受入時期
受入人数

（受入時期内の合計受入数）
1人

受入期間 1週間

　　　～ 8月2日(金)7月29日(月)

募集学校種

大学 

高等学校 

 （○がマークされている部分が希望学校種となります）

令和6年度夏期文部科学省におけるキャリア実習及びインターンシップ受入計画

総括係長

秋篠功二

受入課室等名 文化庁文化財第一課



指導担当者役職：

氏名：

○ 大学院 ○ 短期大学 高等専門学校 専門学校 

高等専修学校 中学校 問わない

予定あり  

予定なし ○

受入課室等からの
ひと言

専門的な知識や技術は不要です。
歴史や伝統、文化財の保護に興味のある方の参加を歓迎します。

受入条件
・実施場所は文化庁京都庁舎（京都市内）となるので、実施期間中は庁舎に登庁すること。
・パソコン（メール、ワード、エクセル等）の基本操作ができること。

実習内容 

事務系、調査系双方の業務内容説明、事務作業補助といった座学に加え、適宜会議の傍聴や現地見
学などを交えて実習を行います。

・所管業務内容の説明
・事務作業補助
・会議等の傍聴
・指定文化財や文化施設の見学

受入課室等紹介

文化財第二課では、文化財のうち建造物、伝統的建造物群、史跡、名勝、天然記念物、文化的景観、
埋蔵文化財を所管しており、文化財の国指定、選定に向けた調査や、保存・活用に係る指導等を行っ
ています。

職員の８割が近くが専門的な知識、技術を有する文化財調査官であり、建造物や遺跡をはじめ、我が
国の歴史・文化を今に伝える貴重な文化財の保護に取り組んでいます。

選考時の面接の
実施予定

受入時期
受入人数

（受入時期内の合計受入数）
1人

受入期間 １週間

　　　～ 8月2日(金)7月29日(月)

募集学校種

大学 

高等学校 

 （○がマークされている部分が希望学校種となります）

令和6年度夏期文部科学省におけるキャリア実習及びインターンシップ受入計画

総括係

市山寛子

受入課室等名 文化庁文化財第二課



指導担当者役職：

氏名：

○ 大学院 ○ ○ 短期大学 高等専門学校 専門学校 

高等専修学校 中学校 問わない

予定あり  

予定なし ○

受入課室等からの
ひと言

文化庁の業務に興味がある方の積極的な応募をお待ちしています。

受入条件
・パソコン（メール、ワード、エクセル等）の基本操作ができること。
※専門的な技能や知識は必要ありません。
※実習場所は文化庁京都庁舎（京都市内）です。

実習内容 
参事官（生活文化創造担当）付の所掌業務（※）に関する学習や業務の補助　等
※障害者等による文化芸術活動の推進、地域文化の振興、書道・茶道・華道等の生活文化の振興、無
形文化財の活用、地域の多様で豊かな文化遺産を活用した取組への支援

受入課室等紹介

参事官（生活文化創造担当）付では、障害者等による文化芸術活動の推進、地域文化の振興、書道・
茶道・華道等の生活文化の振興、無形文化財の活用、地域の多様で豊かな文化遺産を活用した取組
への支援等に取り組んでいます。
職員との交流を通じて、ご自身の今後の進路選択や社会人として働く際のヒントを見つけていただけれ
ばと思います。

選考時の面接の
実施予定

受入時期
受入人数

（受入時期内の合計受入数）
1人

受入期間 1週間

　　　～ 8月2日(金)7月29日(月)

募集学校種

大学 

高等学校 

 （○がマークされている部分が希望学校種となります）

令和6年度夏期文部科学省におけるキャリア実習及びインターンシップ受入計画

総務係長

山崎善隆

受入課室等名 文化庁参事官（生活文化創造担当）付
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